
　　　　　　NATIONAL　INSTITUTE　OF　GENETICS

蹴，・　　　　，　　　　　　　s　w

　　　　　　　　違輪・一ぷ訓｛騰／餐，　L、・蓮

　　　　　　　　　ノ細　．　蓼w　l
　　　　　　　　　　　　　ぼぶ　．
　　　　　　　　　’“‘　　’　一一でご≡ふ三こ懸葬雛㍊一畿灘蕊

　　　　　　　　　IM，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　麟騨無　貨．

　麟籔幽
　　　　　　　国立大学共同㌶機関

　　　　　　　NATIONA1、INTER－（INIVERSI’FN　RESEARCII　INSTIT（1’rli：



　　　　　　　　　　　　目

はじめに…………………………1

沿　　　革…………・・…・…………2

概要…………・……・…・……3

組織…………・……・・………4

竃譲警曇・…………・…一・7

予　　　算…………・……・…・……9

研究所全景………………・・…・……10

建物の配置図………………・・……・10

　　　　　　　　本研究所周辺から富士山を眺望する

　次　　　　　　　　　　　　一　一・

研究のねらいと研究活動・………12

科学研究費補助金………・・……・・32

共同研究……………・…………33

大学院教育協カ………………・…36

行　　　事……・…………・・…・…36

研究を促進するための活動…・…37

国際交流……………・…t……・・38

題字　所長　松永　英



はじめに

　子が親に似てくる現象の根底には，受精卵のな

かに在って発生の命令文を秘めている多数の遺伝

子の働きがあります。遺伝学は，この遺伝子との

関連のもとに生命現象を解明する学問であります

が，その最大の特色は，分析的・専門分化指［ii川勺

であると同時に，遺伝rを共通項として，すぐれて

総合的・学際的な性格を具えている点にあります。

そのため遺伝学は，従来から生物学の一分野にII．

どまらず，農学・医学などの応用分野とも深い関

わりを持ってきましたが，今日では広く生命科学

の中核的役割を担うようになりました。

　国立遺伝学研究所は，こうした遺伝学に関する

総合研究を行う中枢機関として，昭和24年に文部

省直轄下に設；置されました。これは，関係学会の

強い要望に従って，特定の大学・学部に偏ることなく，全国の大学と研究および人事の交流

をはかれるようにとの趣旨に基づくもので，（／〉　Hならば当然，共同利用機関となるべきとこ

ろを）当時の制度の枠内で所lli害機関とされたものであります。

　その後の35年間，’1］研究所は地道な研鐙と粘進を屯ね，文化勲章・学1：院賞，関連学会賞

など内外からの栄誉授り’をふくめ数多くの優れた業績をLげ，国際的にも広く知られるよう

になりました。一一ノ∫，近年における遺伝学の目ざましい進歩はバイオテクノロジーの技術革

新をもたらし，それか生命科学のあらゆる分野に利川されるようになりましたか，これに伴

って，大学や企業の研究者と共同研究を推進する必要性が益々高まっております，、こうした

学問の趨勢と社会的要lilllに対応するため、’1］研究所は昭和59年4月，　l　lUl大学jl□”j不｜川」機関

に改組転換され，名実ともに遺伝学の研究センターとして発足することになりましたd，

　改組後まだ日が浅いのでありますか，公募による共同研究・研究U三会の件数は毎年着実に

伸びており，大学院学生等の受人も実施しています、，昨年度は遺伝情報研究センター．一棟か竣

11し，電算機のレベル・ア・・プと共にDNAデータバンク‘1喋が発足しましたt、しかUU・」

利用機関としての実を挙げるためには，人的・物的の面でなお充実すべきところか多く残さ

れております、，なかでも，RI研究棟と共同研究li宿｝1／1施設の整備は’IG面の最優先課題であ

ります。

　遺伝学研究所の新たな発展を期し，所貝一’同力を合わせて研究所の使命遂行のため粘・杯

努力しておりますので，関係者の皆さまの　・層のこ鞭捷とご支援をお願いするものです、，

国、ン：遺伝学川・究所1＜

煮永 英
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沿 革

昭和24年6月

昭和27年1月

昭和28年1月

　　　　8月

昭和29年7月

昭和30年9月

　　　　10月

昭和35年4月

昭和36年9月

昭和37年4月

昭和38年1月

昭和39年3月

　　　　4月

昭和43年3月

昭和44年4月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和49年4月

昭和50年3月

　　　　10月

昭和51年10月

昭和53年9月

昭和55年3月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

　　　　4月

昭和60年3月

　　　　4月

昭和62年1月

　　　　3月

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，研究第1部，研

究第2部及び研究第3部の4部門で発足　　8月　小熊桿初代所長就任

別館新築

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遺伝部新設

研究本館第1期第1次工事竣工

微生物遺伝部新設

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

集団遺伝部新設

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

植物保存研究室新設　　6月　創立25周年誌発行

田島彌太郎第4代所長就任，内部照射棟及び附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟・カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築　　10月　松永　英　第5代所長就任

組換えDNA実験棟・野生イネ温室新築

国立学校設置法の一部改正により国立大学共同利用機関に改組

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター（合成研究室，遺伝情報分析研究室）新設

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長処理装置新築

水田温室，桑温室新築

資料展示室



概 要

目　　　　的

　大学等における学術研究の発展に資するため，国立学校設置法（昭和24年5月31日法律第

150号）第9条の2に基づき遺伝学に関する総合研究を行うことを目的として設置された国

立大学共同利用機関である。

共同利用
　全国の大学の教員その他の者で，研究所

の目的たる研究と同一の研究に従事する者

の利用に供し，及び共同研究を行う。

国際交流
　遺伝学の分野で国際的な学術交流を活発

化するため，研究者の交流や国際シンポジ

ウム等を開催する。

大学院教育

　大学の要請に応じ，当該大学の大学院に

おける教育に協力する。

運　　　　営

　共同利用の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について所長に助言する評議員を置くとともに，共同研究計画に関する事項そ

の他の研究所の運営に関する重要事項で，所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応

じる運営協議員を置く。

’螺一さ一wT一 エー－m－ @L把〔「声’⌒、・’哨掴・w←L戸　”

250余種に及んて系統保存している八重桜並木
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組 織

機構図

評

議

員

△

運

営

協

議

員

△

議

部‘

1分子遺伝研究系

細胞遺伝研究系

個体遺伝研究系

集団遺伝研究系

総合遺伝研究系

緋究繊ピ

遺伝実験生物保存
‘研究センター

遺伝情報研究
セ　 ン　 タ

／実

（昭和62年4月1日現在）

庶　　　務　　　課

△　　　計　　　課

分子遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

※細胞質遺伝研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

※生理遺伝研究部門

集団遺伝研究部門

進化遺伝研究部門

※理論遺伝研究部門

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

※応用遺伝研究部門
　※印は客員研究部門を示す。

：技



定員表（昭和62・；1度）

所　　長 教　授 助教授 助　手 小　　計
技　　　官
i技術課） 鷺㌶き合計

1 12（5） 17（5） 26 56（10） 19 21　　　96（10）

職員等（　［lfJ，　｛：［162　fl　6111靱1ω

　　　　　所　　　　長　　松　永

　　　　　　分子遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　石　濱

分子遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　石　濱

　　　　　助教授　福田龍
　　　　　助　　　手　　藤　田　信

　　　　　助　　　手　　永　田　恭

変異遺伝研究部門

　　　　　助　教　授　　定　家　義

　　　　　助　　　手　　井　上

　　　　　助　　　　手　　手　塚　英

核酸化学研究部門（客貝）

　　　　　教　授（併）　　吉　川
　　　　　（大阪大学医学部）
　　　　　助教授（併）　　水　本　清
　　　　　（東京大学医科学研究所）

　　　　　　　細胞遺伝研究系一．二］

　　　研究主幹（併）　　森　脇　和

細胞遺伝研究部門

　　　　　教授森脇和
　　　　　助　　教　　授　　　　今　　井　　弘

　　　　　助　　　手　　山　本　雅

　　　　　助　　　　手　　城　石　俊

微生物遺伝研究部門

　　　　　助教授 安田成
　　　　　助　手西村行
　　　　　助　　　　手　　原　　　弘

細胞質遺伝研究部門（客員）

　　　　　助教授（併）　鈴木秀
　　　　　（東SS｛大学理学部）

　　　　　客員助教授　　米　川　博
　　　　　（埼k県立がんセンター±｛．1研究貝）

英

」

明

明

之

介

人

正

夫

寛

久

郎

郎

民

敏

彦

進

志

穂

通

（注）（　　）内の数は客貝教官数（外数）である。

「 個体遺伝研究系

　　　研究主幹（併）　　黒　田

発生遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　杉　山

　　　　　教　　　授　　名　和

　　　　　助　教　授　　藤　澤

　　　　　助　　　手　　清　水

形質遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　黒　田

　　　　　助教授　村上
　　　　　助　　　手　　湊

　　　　　助　　　　手　　　山　田

生理遺伝研究部門（客員）

　　　　　教授（併）　嶋田
　　　　　（T葉大学医学部）

［二二二…亘伝研究系

一
行　昭

　　勉

　　郎

敏　孝

　　裕

行　昭

昭　雄

　　清

正　　明

　　裕

　　　1

　　　研究主幹（併）　　木　村

集団遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　木　村

　　　　　教　　　授　　原　田
　　　　　　　　　　　　くk　　　Hl）
　　　　　且力　　教　　芋受　　　　高　　火田

　　　　　助　　　手　　青　木

進化遺伝研究部門

　　　　　教　　　授　　丸　山

　　　　　助教授　土川
　　　　　助　　　手　　五條堀

理論遺伝研究部門（客貝）

　　　　　教授（併）　向井
　　　　　（九州大学理学部）

資　生

資　生

朋　子

尚　之

健　一・

毅　夫

　　清

　　孝

輝　美
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「

総合遺伝研究系

　研究主幹（併）　　今　村　　　孝

人類遺伝研究部門

　　教　 授　今村　 孝
　　助　手　寳来　聰
　　助　 手　中島　衡
育種遺伝研究部門

　　教授沖野啓子　　　　　　（森　島）
　　助教授　遠藤　 徹
　　助　手　藤島　通
　　助　手　平岡洋一郎　　　　　　（佐　藤）応用遺伝研究部門（客員）

　　教授（併）　渡邊　武　　CJL州人学’1体防御1う、学酬究所）

遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）　森脇和郎

　　助教授　井山審也
　　助教授　渡辺隆夫
　　助　 手　佐野芳雄
　　助　手西村昭子
　　助　 手　宮下信泉
遺伝情報研究センター

　センター長（併）　丸山毅夫

　　助教授　池村淑道
　　助　　教　　授　　　　廣　　瀬　　　　　進

　　助　　教　　授　　　宮　　澤　　三　　造

　　助　 手　林田秀宜

実験圃場
　　圃場長（併）

　　助　 手
井山審也
宮澤　 明

籔羅麟難1雛懇蝶騨1雛繊鍵繊

課長（併）杉山勉

　　管理部長
庶　務　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　庶務係長
　　人事係長
　　研究協力係長㈱

　　共同研究係長

会　計　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　経理係長
　　用度係長
　　管財係長

植松喜弘

氏家　 淳

内田茂治
秋山啓剛
酒井清人
秋山啓剛
山本　 勉

谷口博史
真野朝吉
岩城英一一

渡邊　 裕

佐藤隆司



評議員会議及び運営協議員会議

評議員会議

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評議員（五十音順）

　飯

　井

　江

　岡

　小

　尾

　佐

　酒

　佐

　田

　中

　長

　名

　野

○諸

　山

◎山

　渡

野

上

上

田

関

上

々

井

藤

島

井

倉

取

村

星

縣

村

辺

徹

英

信

節

治

久

文

雄

雄

人

男

雄

学

徳

了

彌太郎

準之助

三　郎

禮　二

達　次

静次郎

弘　忠

雄　一

　　格

東京大学教授（理学部）

東京大学名誉教授

国立公害研究所長

岡崎国立共同研究機構
基礎生物学研究所長

京都大学教授（理学部）

大阪産業大学教授（経済学
部長）

富山医科薬科大学長

日本学術振興会理事

大阪大学名誉教授

大日本蚕糸会蚕品種
研究所長

浜松医科大学長

岡崎国立共同研究機構長

東京慈恵会医科大学理事長

実験動物中央研究所長

東京農工大学名誉教授

京都大学教授（農学部）

大阪大学名替教授

慶応義塾大学名誉教授

◎印は議長，○印は副議長を示す。

運営協議員会議

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

　大　澤　省　二

〇大　羽　　　滋

　岡　田　益　吉

　坂　口　文　吾

　佐々木　本　道

　常　脇　恒一郎

　福　田　一　郎

　三　浦　謹一郎

　向　井　輝　美

　山　田　行　雄

所

　石

　森

　杉

　黒

◎木

　丸

　今

　沖

内（省令順）

濱

脇

山

田

村

山

村

野

和

行

資

毅

啓

名古屋大学教授（理学部）

岡山理科大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

九州大学教授（農学部）

北海道大学教授（理学部附
属動物染色体研究施設長）

京都大学教授（農学部）

東京女子大学教授
（文理学部）

東京大学教授（工学部）

九州大学教授（理学部）

京都大学教授（農学部）

明　教

郎教

勉　教

昭　教

生　教

夫　教

孝教

子教

授（分子遺伝研究系）

授（細胞遺伝研究系）

授（個体遺伝研究系）

授（個体遺伝研究系）

授（集団遺伝研究系）

授（集団遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）

授（総合遺伝研究系）

◎印は議長，○印は副議長を示す。
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各種委員会

　所長の諮問に応じ調査検討し，助言する。

委員会名　　　　　　　　　　委員長

系統保存委員会

DNAデータ研究利用委員会

組換えDNA実験安全委員会

予算委員会

施設整備委員会

将来計画委員会

大学院教育委員会

セミナー委員会

図書委員会

共通機器委員会

電子計算機委員会

放射線安全委員会

排水等処理委員会

農場・温室運営委員会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

　大　羽　　　滋

　笠原基知治

　木　下　俊　郎

　駒　形　和　男

　近　藤　恭　司

　斎　尾　乾二郎

森脇　和郎

丸山　毅夫

石濱　　明

黒田　行昭

石濱　　明

木村　資生

森脇　和郎

高畑　尚之

沖野　啓子

今村　　孝

丸山　毅夫

石濱　　明

杉山　　勉

井山　審也

東京都立大学教授（理学部）

法政大学兼任講師

北海道大学教授（農学部）

東京大学教授
（応用微生物研究所）

八木記念パーク
実験動物研究所長

東京大学教授（農学部）

坂　口　文　吾

阪　本　寧　男

常　脇　恒一郎

野　村　達　次

古　里　和　夫

由　良　　　隆

1｛

?@川　　　寛

九州大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

実験動物中央研究所長

浜松市フラワーバーク技術顧問

京都大学教授
（ウイルス研究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデーク研究利用委員会

所外委員（五十音順）

内

大

大

小

金

舘

松

宮

［日

井

澤

関

久

野

原

浦

田

久　雄

龍　夫

省　三

治　男

　　実

義i男

謙　一一

謹一郎

　　隆

帝京大学教授（医学部）

京都大学教授（化学研究所）

名古屋大学教授（理学部）

京都大学教授ぐ理学部）

京都大学助教授
（化学研究所）

理化学研究所研究貝

大阪大学教授
（細胞工学センター）

東京大学教授（工学部）

九州大学助教授（理学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

青木久尚E戟@6縞灘部）

岩城之徳晴嚇欝部）
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予 算

人

運

設

そ

合

件

営

備

の

費

費

費

他

計

昭和62年度当初

（単位：T一円）

　510，016

　　　9，748

　　　1，350

　479，747

1，000，861

昆明（中国）の生物製品研究所で見た
中国式のネズミ飼育壼

タイ国北部の山地民族が焼畑に
栽培しているイネ
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